
保護者の皆さま 

相陽中学校教育活動に関するアンケート(保護者・生徒)の集計結果 

校長  水野澄雄 

 保護者の皆さま、生徒の皆さん、アンケートの回答、ありがとうございました。生徒からは

649 名、保護者からは 440 名の回答をいただきました。 

 アンケート結果を分析すると、７「学校の決まりやマナーを守り規則正しい生活を送れてい

る」８「交通ルールを守り安全な登下校を心がけている」そして、「SNS のルールを守って使

用している」のアンケート項目について、保護者と生徒の回答に大きな隔たりがありました。

生徒はできていると思い、保護者はできていないと思っています。この現状は、他者からの見

方を大切にとらえ、生徒自らが振り返り、改善していく考え方につなげてほしいと思います。 

 １「学校の授業に対してあきらめずに粘り強くとりくんでいる」に対する生徒の肯定的意見

は、78.7％と高い数値でした。２「わからないことをそのままにせず家庭学習で苦手を克服す

る」という考え方をさらに進め、学習に向かってほしいと思います。 

 「相手の気もちや立場を大切にしながら協力して生活する」ことは、相陽中の学校教育目標

に関する大切なことだと考えています。【私も幸せ、あなたも幸せ、みんな幸せ】Well Being 

(ウェルビーイング) の考えです。また、いただいたご意見およびご質問に対し、学校側の回答

を示させていただきました。ご一読ください。 
 

 学校運営について 

質問 1 学校教育について、ひと頃流行した叱らない教育が間違って子どもたちに伝わっている。大人に対

しても自分と同等にとらえる子や善悪の判断ができない子が多いようにと感じた。自信をもった大

人の姿をみせ、きちんと叱ることによってあるべき姿を教えられる教育を望むというご意見をいた

だきました。 

回答 1 叱ることと体罰や人格否定は全く異なることであり、間違った行動を正し、社会のルールを教える

ことは子どもの成長に不可欠な要素です。大切なのは叱ることの目的を理解し、効果的な叱り方を

実践することであると考えます。感情的にならず、なぜその行動がよくないのかを具体的な理由や

代替案を提示するとともに、日頃から子どもとコミュニケーションをとるなかで、大人としても信

頼される存在として毅然とした指導を重ねてまいります。 
 

質問 2 1年生の授業改善の進捗状況を知らせてほしいとのこと。教師の指導に従えないならば、警察を入

れたり弁護士と相談して法的措置をとっていいと思う。先生の安全を優先してほしいとのご意見を

いただきました。 

回答 2 授業改善の取り組みは一定の効果がみられ、授業中の立ち歩きや私語により授業が中断するといっ

た場面は改善されています。引き続き必要に応じて複数職員での対応と、魅力ある授業に向けた教

材研究に励み、個別指導への充実を伴いながら教職員一同指導に取り組んでまいります。警察への

通報や弁護士への相談といった法的処置に関しましては、家庭と学校間で指導の一貫性が図られ

ず、保護者の協力が仰げない状況によっては有効な手段となり得ますが、まずは保護者との対話と

理解を深める努力を最優先とし、子どもの成長を願う関係性の構築に努めていきます。 
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質問 3 提出する手紙があるときはメールで流してほしい。保護者が、期限を過ぎてから子どものカバンの

中からプリントを見つけることが多く、把握できない。 

回答 3 お子様が学校からのお便りを提出しないと、悩まれる家庭は多いかと存じます。学校と保護者の連

絡手段をデジタル化する、連絡ツールの導入を視野に入れておりますが、お子様が学校から配付さ

れたプリントを意識して保護者に提出するように、引き続きご指導いただければと思います。 

  

教務について 

質問 4 体育祭の開催日に関する質問。種目や進行についての質問がありました。 

回答 4 ・開催の日程については、平日開催も含めて、悪天候で延期の場合の振り替えが与える授業への影

響などを総合的に考えて判断しています。 

・酷暑の中、今までと同じような内容では生徒の体調に危険を及ぼす恐れがあり、また実際に練習

を途中で切り上げなければならない場面もあり、限られた時間の中での準備・練習となっていま

す。種目の検討含めて、生徒が達成感を得られるよう、引き続き丁寧な指導をしていきたいと思い

ます。 

・ただ当日、生徒が練習以上の素晴らしい動きをみせて、あらかじめ予定していた時間とずれてし

まうことがあります。そこの部分についてはご理解をいただきたいと思います。 

 

質問 5 生徒から、授業後すぐに掃除を 5分後にしてほしいとの意見がありました。 

回答 5 教室や廊下のように移動が必要ない清掃場所が多くあるため、移動を含めた時間設定となっていま

す。授業が終わり次第、速やかに定められた清掃場所で活動を始めるようにしてください。 

 

学習について 

質問 6 生徒からも保護者からも授業がわかりづらく、クラスがさわがしい。学習環境を整えてほしい。学

習意欲がある生徒が、モチベーションが下がることなく、毎日の授業が円滑に行えることを期待し

ている。うるさくしている子が授業には入れて、まじめな子が我慢しているのはおかしい。授業を

きちんと受けない生徒は、退場させてほしい。授業妨害をしている保護者が、参観しないと意味が

ない。などのご意見をいただきました。 

回答 6 学習環境に関しては、授業に対する姿勢について改めて生徒に説明または説諭を行いました。学年

によっては臨時保護者会を開き、中学校の今後の対応と保護者への協力をお願いしました。今後、

環境を乱してしまうようなことがあった場合、個別に対応（説諭や保護者面談）していきたいと考

えていきます。 

 

質問 7 学校の対応が甘い。子どもも悪いが、先生方の授業の進め方にも課題があるのではないか。補助の

先生も含めてちゃんとやっていない。子どもに対して何もしていない。これでは学習の定着ができ

ないとの意見をいただきました。 

回答 7 １年生の臨時保護者会から授業改善に取り組んでいます。まず、意識していることは生徒が見通し

をもった授業になるような取り組みや板書の工夫です。また、学習の定着を図るために、学習相談

の日を増やすことを考えています。 

 

質問 8 テスト結果、順位、平均点がのった資料をだしてほしいとの要望がありました。また、生徒から定

期テストの平均点が教科によって違いすぎる。毎回の漢字テストの採点が厳しすぎるとの意見があ

りました。 

回答 8 テスト結果の順位と平均点に関して、中学校の評価は生徒個人の成長を見るもので他と比べるもの

ではありません。テストは、50～60％をおおむね満足として作成しています。その値を参考に結

果と照らし合わせていただけたらと考えます。テストのことで疑問があった場合、まず各教科の担

当の先生に聞いてみてください。 
  

生活について 

質問 9 登下校の自転車のヘルメットなし、歩行者の道の広がり、スマホ、イヤホン、信号無視、踏切の遮

断機が下りているのに、くぐってわたる生徒までいる。学校のすぐ近くでタバコを吸っている生徒

やコンビニに長時間たまっていたり、買い食いしたりする生徒もいる。 

きちんと指導をしてほしい。持ち物検査もしてほしい。 



回答 9 ①地域での過ごし方や登下校のマナーについて、地域の方からご指摘いただくことが多いのが

現状です。学校としても真摯に受け止め、生徒たちの規範意識を高められるよう、各学級にお

いても担任から話をしております。生徒が地域で過ごす際には、周囲の方々への配慮やマナー

を守ることが重要です。日常の行動についてお子さまと一緒に確認し、保護者の方々にも理解

していただきながら、家庭と学校が連携して指導を進めていくことが、よりよい地域社会の形

成に繋がると考えています。 

②一般的には、生徒のプライバシーを尊重することが基本とされているので、学校生活におい

て荷物検査を行うことは致しません。しかし、学校は生徒の安全や秩序を保つ責任も負ってい

るので、危険物等の持ち込みが疑われる際は、学校の判断で保護者に確認をとり、荷物検査を

実施することもあります。 

③触法行為につきましては、学校が事実の把握をした際は、指導をして保護者連絡をしていま

す。こういった行為を未然に防ぐためにも、保護者との連携は非常に重要です。お子さんの様

子や行動に変化が見られる場合、家庭と学校が協力し、お子さんの支援を行うことで、問題行

動を未然に防ぐことができると考えています。 
 

質問 10 授業中や学校生活の中で言葉遣いの悪い生徒が目立つ。徹底して指導してほしい。 

回答 10 人格を否定する言葉や生命を脅かす言動について、見逃さず指導をしております。なぜその言

葉遣いが不適切であるのかを説明することが大切であると考えます。その言葉が相手に与える

影響や、どうすればより良い言葉遣いを身につけることができるのかを伝えていきたと思いま

す。また、学校全体で言葉遣いに対する共通のルールや基準を設け、教師が一貫した指導を行

い、生徒に対して適切な言葉遣いを促すことは、生徒が日常的に尊重と思いやりを持った言動

をするための基盤を築くことに繋がると考えます。 
 
 

生徒会、委員会活動、学級活動について 

今回、ご質問ご意見等はありませんでした。この活動におきましては、望ましい集団生活を通して、心身

の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、よりよい人間関係の構築を目指しています。 
 

人権、道徳、国際理解について 

質問 11 多様性が叫ばれる時代だが、倫理観や道徳観は普遍のものであると思う。相手を尊重する気持

ちと言葉、行動。自分を律してけじめをつけること他、それらがゆらいだら同じ教室で多様な

個性をもつ子供たちがともに学ぶのは難しいと思う。企業でも社内規則があり、守れないと働

けない。先生方は毅然とした態度で指導してほしいとの意見をいただきました。 

回答 11  道徳心の育成については、各教科、総合の時間、特別活動、学校行事等教育活動に関わるす

べての実践で進めていきます。学校内での活動だけでなく、地域・ご家庭と協力をしながら、

子供たちの道徳観・倫理観や自分を律する力を育成していきたいと思います。 
 

心身の健康について 

質問 12 給食と弁当をシェアして食べていると聞く。ルールを守れているのかとの質問です。 

回答 12 給食指導では食物アレルギーや食中毒の観点からも、給食や持参したお弁当の交換をしないこ

とは周知させています。また、給食時間は立ち歩きをせず落ち着いた環境で食べることを指導

していますが、一部の生徒は落ち着いて給食時間を過ごせない実態もあったようです。今後は

そのようなことがないよう、職員で給食指導の共通意識を高め再確認してまいります。 

 


